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1．はじめに 

 国土交通省都市局が発表した東日本大震災によ

る建物被災現況調査の結果から，隣接する建物であ

っても被害が異なることが確認された．そのため，

街区内の建物群として建物の耐力評価が必要と考

えられる．しかしながら，既往研究では単体の建物

あるいは複数であっても規則的に配置された建物

の実験に限定されており，実測データに基づいて建

物を配置した実験は皆無と言える． 

そこで本研究では，岩手県久慈市の建物データを

基に街区を再現して，それぞれの建物に作用する流

体力を明らかにし，建物群としての耐力評価の検討

を行う． 

 

2．街区スケールの選定 

実験の対象となる街区は，平野であること，街区

内で建物被害に違いがあること，正確な建物データ

があること，街区内に津波浸水データがあることを

条件に選定した結果，岩手県久慈市の街区とした．

街区の大きさは縦，横共に 100mとして図-1のよう

にいくつか取り，街区内での建物被害の違いや津波

浸水データを考慮して，街区を決定した．模型縮尺

を 1/100 として，建物の高さは 1階建てを 3.5cmと

して 3D プリンターで建物を作製した． 

 

3．実験の概要 

 実験は，段波発生装置付き開水路（計測区間：長

さ 10m，高さ 0.8m，幅 1.0m）を用いて行った．3

台のサーボ式波高計とプロペラ流速計を図-2 に示

すような位置に設置した．ゲートから 2.7mの位置

に高さ 3cm，幅 2cm の堤防を設置した．ゲートか

ら 3.5mの位置に，模型建物を配置した．また，図

－3に示すように 5戸の建物前面の底面に圧力セン

サーを埋め込んだ．圧力センサーを埋め込んだ建物

は全て１階建てであるため，高さは 3.5cmである． 

 初期水位を 5cmとして実験前に開水路を満たし，

スタイロ台上を陸上域と見なして，建物のない場合

とある場合で実施した．建物のない場合は水位と流

速，建物のある場合は水位，流速および圧力を計測

した．ゲート内での貯水位を Hとして，15cmから

25cmまで 2.5cm間隔で計 5 通りを 3 回繰り返して

計測を行った．またW01の計測値を入射水位 h1と

する．計測器は同期させて，サンプリング周波数

100Hzで 20 秒間の計測を行った． 

 

 

図—1：岩手県久慈市の建物と被害 

 

図−2：実験レイアウト 

 

図-3 : 建物と圧力計の配置位置 
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4. 実験結果

図−4は，最大入射水位と建物の最大圧力の関係を

示す．なお，これらの値は計測毎の最大値の和の平

均を表す．最大入射水位が 5.2cm以下では，各建物

最大圧力に大きな差はないが，6cm以上では海側に

近い建物の圧力は高くなる．この傾向は入射水位の

増加に伴い顕著になることがわかる．図-5 は入射

水位と P2mで各最大圧力を割った値の関係を示す．

海側に建物があり，その後方の建物に設置した圧力

P4，P5，P6は P2と比べて 8 ~ 9割程減衰している

ことがわかる． 

図-6は圧力計前の建物面積の合計Aoの取り方の

一例を示す．圧力計 P4の位置を基準に，流れと垂

直方向に直線を引き，直線から海側方向の街区内に

ある建物の合計面積を Ao とした．図-7 は，各最大

入射水位での圧力計前の建物合計面積 Aoを街区全

体の面積 Aで割った値と，最大圧力 Pmを最大入射

水位での静水圧で割った値との関係を示す．Ao の

割合が増加するにつれて，圧力が減衰していること

がわかる．同一の建物に設置した P2，P3でも， P3m

は建物形状の効果によって，P2mと比べて最大 3割

程減衰している．この事から，建物群で考えた場合

の圧力は，前方の建物面積に依存すると考えられる．

図中の曲線は，最大値の包絡線を最小二乗法で近似

したものである．この近似曲線から，今回対象とし

た街区での建物面積と最大圧力との関係を次のよ

うな指数関数で表される． 

     
  

     
                  

  

 
      （1） 

建物被害と照らし合わせると，P5，P6 は最大圧

力，面積比共にほぼ同じ値であるが，被害が異なる．

この違いは P2部分の建物が流出して，P5が津波や

漂流物を直接受けたため，P6 よりも被害が増した

のではないかと考えられる．
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図-4：各最大入射水位 h1mでの最大圧力 Pm  

 

 

図-5：各最大入射水位 h1mでの最大圧力の比 Pm/P2m 
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図-6：圧力計前（P4）の建物面積 Ao （斜線部分） 

 

 

図-7：各最大入射水位での圧力計前の建物面積と 

最大圧力 Pmの関係  
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